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P2 「生活困窮者自立支援法」が
  　平成27年４月から施行されます

P4

【写真】
「福祉の就職フェア」
　福祉職場の人事担当者と、福
祉職場への就労を希望する方々
との面談会「福祉の就職フェア」。
第1回開催時は、59の事業所か
ら参加いただき、162名の参加
がありました。

福祉人材を取り巻く状況と
　秋田県福祉保健人材・研修センターの取り組み
　～第 2期アクションプラン推進に向けて～



金
の
支
給
・
就
労
準
備
支
援
事
業
・
一

時
生
活
支
援
事
業
・
家
計
相
談
支
援
事

業
・
学
習
支
援
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

近
年
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
や
低
給

与
所
得
者
の
増
大
に
伴
い
、
収
入
が
安

定
せ
ず
、
生
活
に
困
窮
す
る
人
々
や
生

活
保
護
受
給
者
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
生
活

困
窮
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
被
保
護
者
調
査
結
果

に
よ
る
と
、
昨
年
12
月
時
点
の
生
活
保

護
受
給
者
数
は
２
１
６
万
７
，
２
２
０

人
で
３
ヵ
月
連
続
の
増
加
と
な
り
、
過

去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

時
点
の
生
活
保
護
受
給
世
帯
数
も
過
去

最
高
の
１
５
９
万
８
，
０
７
２
世
帯
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
社
会
保
障
審
議
会

に
設
置
さ
れ
た
部
会
に
お
い
て
、
生
活

困
窮
者
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
や
生
活

困
窮
者
対
策
に
関
す
る
具
体
的
な
制
度

設
計
に
つ
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
報

告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た
「
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
」
が
昨
年
12
月
に
国

会
で
可
決
・
成
立
し
、
平
成
27
年
４
月

の
施
行
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
福
祉
事
務
所
を
設
置

す
る
自
治
体
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
、

生
活
困
窮
者
の
自
立
促
進
に
向
け
て
、

自
立
相
談
支
援
事
業
・
住
居
確
保
給
付

「生活困窮者自立支援法」が
平成27年4月から施行されます！

　

こ
の
う
ち
、
自
立
相
談
支
援
事
業
と

住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
必
須
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
そ
れ
以
外
の
事
業
は
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
実
施
す
る
任
意
事
業
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
自
治
体
直
営
の
ほ
か
、
社
会
福
祉

協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
や
そ
の
他
の

社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
へ
の

委
託
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
事
務
所
来
訪
者
の
う
ち
、
生
活

保
護
に
至
ら
な
い
人
は
、
高
齢
者
を
含

め
年
間
約
40
万
人
と
推
計
（
平
成
23
年

度 

厚
生
労
働
省
デ
ー
タ
）
さ
れ
て
お

◇
自
立
相
談
支
援
事
業
◇

　

生
活
困
窮
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
、

抱
え
て
い
る
課
題
を
評
価
・
分
析
し

て
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、「
自
立
支
援
計

画
」
を
策
定
す
る
な
ど
の
支
援
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、「
自
立
支
援
計
画
」

に
基
づ
く
支
援
が
包
括
的
に
行
わ
れ

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

等
を
実
施
し
ま
す
。

◇
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
◇

　

離
職
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
、
ま

た
は
そ
の
お
そ
れ
が
高
い
生
活
困
窮

者
で
あ
っ
て
、
所
得
等
が
一
定
水
準

以
下
の
者
に
対
し
て
、
有
期
で
住
居

確
保
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

◇
就
労
準
備
支
援
事
業
◇

　

一
般
就
労
に
従
事
す
る
準
備
と
し

て
基
礎
能
力
の
形
成
を
計
画
的
か
つ

一
貫
し
て
支
援
し
ま
す
。
６
ヵ
月
か

ら
１
年
程
度
の
有
期
で
、
生
活
習
慣

形
成
の
た
め
の
指
導
・
訓
練
等
に
よ

り
、
就
労
の
前
段
階
と
し
て
必
要
な

社
会
的
能
力
の
習
得
を
め
ざ
し
、
事

業
所
で
の
就
労
体
験
や
就
職
活
動
に

向
け
た
技
法
・
知
識
の
取
得
等
に
つ

い
て
支
援
し
ま
す
。

◇
一
時
生
活
支
援
事
業
◇

　

住
居
の
な
い
生
活
困
窮
者
で
あ
っ

て
、
所
得
が
一
定
水
準
以
下
の
者
に

対
し
て
、
省
令
で
定
め
る
期
間
内
に

限
り
、
宿
泊
場
所
の
供
与
や
衣
食
の

供
与
等
を
行
い
ま
す
。

◇
家
計
相
談
支
援
事
業
◇

　

家
計
収
支
等
に
関
す
る
課
題
の
評

価
・
分
析
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
と
相

談
者
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
計
画
の

作
成
や
、
家
計
の
再
建
に
向
け
た
相

談
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
法
テ

ラ
ス
等
の
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
や
、

必
要
に
応
じ
て
貸
付
の
あ
っ
せ
ん
等

を
行
い
ま
す
。

◇
学
習
支
援
事
業
◇

　

生
活
困
窮
家
庭
で
の
養
育
相
談
や

学
び
直
し
の
機
会
の
提
供
、
学
習
支

援
を
通
じ
た「
貧
困
の
連
鎖
」防
止
や
、

中
間
的
就
労
事
業
の
立
ち
上
げ
な
ど

の
育
成
支
援
を
行
い
ま
す
。

制
度
成
立
の
背
景

　昨今、生活保護受給者が過去最高を更新するなど、経済的困窮や社会的孤立の状態にある
人々が増加しており、この状況に対応するためのセーフティネットの構築が急務となってい
ます。
　こうした中、生活保護に至る前の段階の人々を支援するため「生活困窮者自立支援法」が
昨年12月に成立し、平成27年4月から施行されることになりました。

１
制
度
の
内
容

２

制
度
の
主
な
対
象
者

３

２
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り
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
自
立
支
援

策
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
生
活
保
護
か
ら
脱
却
し
た
人
が
再

び
生
活
保
護
に
頼
る
こ
と
が
な
い
よ
う

支
援
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
新
制
度
の
主
な
対
象
は

「
現
在
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い

が
、
生
活
保
護
に
至
る
可
能
性
の
あ
る

者
で
、
自
立
が
見
込
ま
れ
る
者
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

新
制
度
の
円
滑
な
施
行
の
た
め
、
平

成
25
年
度
か
ら
全
国
68
自
治
体
（
平
成

25
年
10
月
現
在
）
で
「
生
活
困
窮
者
自

立
促
進
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
事

業
を
自
治
体
に
お
い
て
モ
デ
ル
的
に
実

施
し
（
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
自
立
相
談

支
援
事
業
が
必
須
事
業
）
、
生
活
困
窮

者
が
抱
え
る
課
題
や
支
援
の
実
効
性
を

確
認
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
の
約
半
数
が
、
社
協
に
事
業
を
委
託

し
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
が
市
社
協
実

施
と
な
っ
て
い
ま
す
が
（
全
社
協 

地

域
福
祉
部
調
べ
）
、
本
県
で
唯
一
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
て
い
る
湯
沢
市
も
湯

沢
市
社
協
に
事
業
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

湯
沢
市
社
協
で
は
、
事
業
の
受
託
に

あ
た
り
、
担
当
部
署
と
な
る
「
総
合
相

談
室
」
を
設
置
。
行
政
や
関
係
機
関
の

ほ
か
、
就
労
準
備
支
援
事
業
を
受
託
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
な
が
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
法
施
行
に
向
け
た

本
格
的
な
準
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ

ル
事
業
実
施
箇
所
数
の
大
幅
拡
充
を
図

る
た
め
、
国
が
１
１
５
億
円
の
予
算
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
困
窮
者
が
抱
え
る
複
合

的
な
課
題
を
的
確
に
評
価
・
分
析
し
、

自
立
支
援
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
相
談
支
援
を
行
う
ほ
か
、
地

域
に
お
け
る
社
会
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

高
い
支
援
技
術
を
有
す
る
人
材
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
面
、
国
が
直
接
、
養
成
研
修
を
計
画

的
に
実
施
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

新
制
度
に
お
い
て
は
、
地
域
福
祉
の

中
核
を
担
っ
て
き
た
社
協
へ
の
期
待
も

大
き
い
こ
と
か
ら
、
本
会
と
し
て
も
生

活
困
窮
者
支
援
に
係
る
対
応
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
動
き

５

生
活
困
窮
者
自
立
促
進

　
　
　

支
援
モ
デ
ル
事
業

４

（出典：厚生労働省資料より抜粋）

新たな生活困窮者自立支援制度

包括的な相談支援

◆自立相談支援事業

基本は現金給付ではなく自立に向けた
人的支援を、有期により提供

・訪問支援（アウトリーチ）も含
め、生活保護に至る前の段階か
ら早期に支援

・生活と就労に関する支援員を配
置し、ワンストップ型の相談窓
口により、情報とサービスの拠
点として機能

・一人ひとりの状況に応じ自立に
向けた支援計画を作成

・地域ネットワークの強化など地
域づくりも担う

※右記は、法に規定する支援（◆）を中心
に記載しているが、これ以外に様々な支
援があることに留意

居住確保支援

◆「住居確保給付金」の支給

就 労 支 援
就労に一定期
間を要する者

緊急的な支援

緊急に衣食住の
確保が必要な者

早期就労が見
込まれる者

・就職活動を支えるため家賃費用を有期で給付

◆就労準備支援事業

なお一般就労が困難な者

・就労に向けた日常・社会的自立のための訓練

◆「中間的就労」の推進
・直ちに一般就労が困難な者に対する支援付きの就労の場の育成

◆一時生活支援事業
・住居喪失者に対し支援方針決定までの間衣食住を提供

家計再建支援

家計から生活再
建を考える者

◆家計相談支援事業
・家計再建に向けたきめ細かな相談・支援
・家計再建資金貸付のあっせん

ハローワークとの一体的支援
・自治体とハローワークによる一体的な就労支援体制の全国
　整備等により早期支援を推進

再就職のため
に居住の確保
が必要な者

本
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援（※

）

子ども・若者支援

貧困の連鎖の
防止

◆学習等支援
・生活困窮家庭のこどもに対する学習支援や保護者への進学助言
　を実施

３
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少
子
・
高
齢
社
会
の
進
行
に
伴
い
、

核
家
族
、
単
身
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ

り
家
族
機
能
が
変
化
し
た
こ
と
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
互
助
機
能
が
弱
く

な
っ
た
こ
と
等
で
、
新
た
な
福
祉
ニ
ー

ズ
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
本

県
で
は
人
口
の
高
齢
化
率
の
上
昇
テ
ン

ポ
が
急
速
な
こ
と
か
ら
、
介
護
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
厚
生
労

働
省
は
平
成
19
年
８
月
に
「
福
祉
人
材

確
保
方
針
」（「
社
会
福
祉
事
業
に
従
事

す
る
者
の
確
保
を
図
る
た
め
の
措
置
に

関
す
る
基
本
的
な
指
針
」）
を
見
直
し
、

経
営
者
、
関
係
団
体
等
並
び
に
国
及
び

地
方
公
共
団
体
が
取
り
組
む
べ
き
役
割

を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
全
国

社
会
福
祉
協
議
会
は
「
都
道
府
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
・
バ
ン
ク
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
策
定
指
針
」
を
定
め
ま
し
た
。

第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
推
進
に
向
け
て

福
祉
人
材
を
取
り
巻
く
現
状
と

　
　
　

秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・

　
　
　
　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

福
祉
人
材
を
取
り
巻
く
現
状
と

　
　
　

秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・

　
　
　
　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

高
齢
社
会
の
進
行
に
伴
い
、

単
身
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ

ア
ク
シ
ョ

第
２
期
ア

ン
プ
ラ

少
子
・
高

核
家
族
、
単

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
の
経
緯す生

労
人
材

従
事

置
にし、

及
び

役
割

就
業
の
状
況

　

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す

る
秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、「
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
。）
で
は
、
こ
の
指
針
を
基
に

平
成
22
年
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
を
推

進
期
間
と
す
る
「
秋
田
県
福
祉
保
健
人

材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
（
第
１
期
）
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
福
祉
人

材
の
確
保
・
定
着
に
向
け
た
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
ほ
か
、
更
な
る

推
進
を
目
指
し
、
平
成
28
年
ま
で
取
り

組
む
第
２
期
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

就
業
者
数
を
表
す
指
標
の
一
つ
で
あ

る
雇
用
保
険
被
保
険
者
数
の
推
移
を
み

る
と
、
建
設
業
、
製
造
業
、
卸
売
業
・

小
売
業
の
主
要
な
業
種
が
減
少
傾
向
に

あ
る
中
で
、
医
療
・
福
祉
分
野
は
増
加

傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
介
護

を
中
心
と
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
需
要

が
増
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
常
用
雇
用
の
有
効

求
人
倍
率
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
平
成

24
年
度
ま
で
の
５
年
間
、
全
職
種
平
均

が
０
．42
か
ら
０
．65
の
範
囲
と
１
．０

以
下
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し
、
福

祉
関
連
職
は
平
成
22
年
度
以
降
１
．０

以
上
で
推
移
し
て
い
る
な
ど
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
需
要
増
加
に
見
合
う
人
材

の
確
保
が
難
し
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
県
は
総
人
口
の
減
少
に
伴

い
労
働
力
人
口
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、

と
り
わ
け
平
成
12
年
以
降
は
急
激
な
減

少
と
な
り
、
平
成
22
年
ま
で
の
10
年
間

で
約
８
万
５
千
人
（
14
．５
％
）
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

過去3年間の医療･福祉関係従事者（雇用保険被保険者）の推移 （単位：人）

有効求人倍率の推移（秋田労働局・全県・年平均）

25,953
25,276
25,172

62,810
62,138
61,581

42,569
42,438
42,448

42,848
45,432

48,228

31,264
31,319
32,125

Ｈ21

Ｈ22

Ｈ23

1.80

1.60

1.40

1.20

1.00

0.80

0.60

0.40

0.20

0.00
20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

全種類

福祉関連職

介護関係

1.60

1.34

1.09

0.74

0.42
0.30

0.43
0.54 0.65

0.60

0.47
0.38

0.27
0.39

0.52

0.97

1.27

0.87

1.16

0.95

福祉関連職以外
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総
人
口
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
こ
の
労
働
力
人
口
減
少
の
傾
向

が
今
後
も
続
い
た
場
合
、
福
祉
・
介
護
人

材
の
需
給
の
逼
迫
、
慢
性
的
な
人
材
不
足

の
状
況
は
今
後
更
に
深
刻
な
も
の
と
な
っ

て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

福
祉
関
連
職
で
求
人
倍
率
が
他
の
職

種
と
比
較
し
若
干
高
く
推
移
し
て
い
る

後
更
に
深
刻
な
も
の
と
な
っ

が
予
測
さ
れ
ま
す
。

連
職
で
求
人
倍
率
が
他
の
職

し
若
干
高
く
推
移
し
て
い
る

の
状
況
は
今
後

て
い
く
こ
と
が

福
祉
関
連

種
と
比
較
し

福
祉
関
連
職
の
離
職
の
状
況 

本県の労働力人口の推移（国勢調査より）

離職率の状況 （単位：％）

（単位：％）

（単位：％）

早期退職者の割合

介護の仕事をやめた理由

背
景
に
は
、
求
職
者
が
増
え
な
い
こ
と

も
一
因
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
介
護
分

野
を
中
心
と
し
た
多
く
の
労
働
力
移
動

が
あ
る
た
め
、
離
職
率
が
一
定
レ
ベ
ル

で
推
移
し
、
常
態
的
な
求
人
活
動
に
つ

な
が
っ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

の
登
録
者
の
う
ち
約
６
割
が
福
祉
職
と

し
て
の
業
務
経
験
が
あ
る
ほ
か
、
約
３

割
が
福
祉
職
と
し
て
在
職
中
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。

　

離
職
の
内
容
を
見
る
と
、
就
業
後
１

年
未
満
で
退
職
す
る
早
期
退
職
が
３
割

以
上
を
占
め
て
い
る
ほ
か
、
３
年
未
満

の
退
職
を
含
め
る
と
６
割
以
上
を
占
め

る
な
ど
、
人
材
の
定
着
が
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
の
仕
事
を
や
め
た
理
由

は
、「
職
場
の
人
間
関
係
」、「
法
人
・

施
設
の
理
念
や
運
営
の
あ
り
方
に
不

満
」
と
の
回
答
が
全
国
で
は
高
い
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
本
県
で
は
「
他

に
良
い
仕
事
・
職
場
が
あ
っ
た
」
と
の

回
答
も
高
い
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
本
県
で
人
材
が
不
足
し
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
施
設
等
は
50
％
弱
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
全
国
と
比
較
す
る

と
10
ポ
イ
ン
ト
近
く
低
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

※人材・研修センター「社会福祉施設における人材確保に関する実態調査」及び介護労働安定セン
　ター「介護労働実態調査（秋田県版）」より。全国値は厚生労働省「雇用動向調査」より。

※人材・研修センター「社会福祉施設における人材確保に関する実態調査」及び介護労働安定セン
　ター「介護労働実態調査（秋田県版）」より。

※介護労働安定センター「平成24年度介護労働実態調査（秋田県版）」より。
※項目は秋田県の数値が10%以上のもの。

（単位：％）人材の過不足状況

※介護労働安定センター「平成24年度介護労働実態調査（秋田県版）」より。
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仕
事
へ
の
満
足
度
は
全
般
的
に
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、「
仕

事
の
内
容
・
や
り
が
い
」
に
は
高
い
満
足

度
が
あ
り
ま
す
が
、
賃
金
な
ど
処
遇
面
の

満
足
度
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

労
働
条
件
等
の
悩
み
、
不
安
等
に
つ
い
て

は
、
精
神
面
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
夜
間

勤
務
時
の
不
安
な
ど
が
全
国
に
比
べ
ポ
イ

ン
ト
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

の
満
足
度
は
全
般
的
に

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

仕
事
へ
の

ま
っ
て
き
て

仕
事
に
対
す
る
満
足
度
等

満
足

面
のた、

い
て

に
高

「
仕

採
用
、就
職
に
あ
た
っ
て
の
意
向

現在の仕事の満足度Ｄ.Ｉ（全国値）

労働条件等の悩み、不安、不満等 （単位：％）

採用、就職にあたっての考え方、意向 （単位：％）

※介護労働安定センター「介護労働実態調査」より。
※満足度Ｄ.Ｉ＝（「満足」＋「やや満足」）－（「不満」＋「やや不満」）

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
離
職
や
一
つ
の
施

設
に
職
員
が
定
着
し
な
い
原
因
に
な
っ

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

職
員
採
用
側
の
施
設
・
事
業
所
は
、

採
用
に
あ
た
っ
て
仕
事
へ
の
意
欲
、
資

格
の
有
無
を
最
も
重
視
し
、
次
に
人
柄

や
協
調
性
な
ど
組
織
の
中
で
円
滑
に
行

動
で
き
る
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

福
祉
人
材
確
保
と
定
着
の
課
題

　

こ
う
し
た
中
、人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

で
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
第
１
期
）

の
推
進
を
通
し
、
次
の
こ
と
を
今
後
の

取
り
組
み
に
お
け
る
課
題
と
捉
え
て
い

ま
す
。

①
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

　

施
設
・
事
業
所
が
求
め
る
人
材
像
と

求
職
者
の
仕
事
を
希
望
す
る
理
由
等
の

間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い
ま

す
。

　

求
人
側
、
求
職
側
双
方
が
互
い
の
雇

用
・
就
業
に
関
し
て
の
考
え
、
意
向
を

明
ら
か
に
し
、
相
互
理
解
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

②
常
態
的
な
人
材
不
足

　

職
員
の
処
遇
や
教
育
訓
練
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
が
十
分
で
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
介
護
職
の
離
職

率
が
一
定
レ
ベ
ル
で
続
き
、
特
に
就

業
後
３
年
以
内
の
早
期
に
退
職
す
る

方
の
割
合
が
高
い
状
態
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
常
時
、
求
人
募
集
が

行
わ
れ
、「
人
材
を
確
保
で
き
な
い
」、

「
定
着
し
な
い
」
と
い
う
悪
循
環
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
歯

止
め
を
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
賃
金
・
処
遇
、
人
事
・
労
務
管
理
の

　

十
分
で
な
い
環
境

　

一
方
、
求
職
者
側
は
福
祉
・
介
護
の

仕
事
を
希
望
す
る
理
由
と
し
て
、
働
き

が
い
が
あ
る
、
自
分
の
適
正
に
あ
っ
て

い
る
な
ど
が
上
位
を
占
め
、
次
に
資
格

を
持
っ
て
い
る
、
知
識
・
技
術
を
身
に

つ
け
た
い
な
ど
個
人
の
ス
キ
ル
に
関
す

る
理
由
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

結
果
、
就
労
に
関
し
て
は
、
施
設
・

事
業
所
と
求
職
者
の
考
え
・
意
向
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

※施設・事業所の数値は人材・研修センター「社会福祉施設における人材確保に関する実態調査」より。
　求職者の数値は人材・研修センター「求職者アンケート」より。
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賃
金
・
処
遇
、
勤
務
体
制
を
含
む
人

事
・
労
務
管
理
に
つ
い
て
希
望
が
叶
え

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
福
祉
・
介
護
の
仕

事
を
離
れ
る
方
が
多
い
た
め
、
こ
れ
ら

の
改
善
を
図
り
職
員
の
定
着
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

④
十
分
で
な
い
人
材
育
成
へ
の
取
り
組
み

　

福
祉
・
介
護
の
従
事
者
が
、
職
場
に

お
け
る
自
分
の
将
来
像
を
描
き
に
く
い

状
況
や
職
場
で
の
教
育
訓
練
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ

等
）
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
な
ど

か
ら
人
材
育
成
へ
の
取
り
組
み
が
十
分

で
な
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

施
設
・
事
業
所
、
関
係
機
関
等
が
協

力
し
て
人
材
育
成
能
力
を
向
上
さ
せ
る

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

⑤
福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
理
解
不
足

　
「
き
つ
い
・
安
い
・
休
め
な
い
」
な
ど
、

福
祉
の
仕
事
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
、
求
職
者

や
学
生
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
広
く

社
会
全
般
に
対
し
て
福
祉
・
介
護
の
仕

事
へ
の
理
解
促
進
が
必
要
で
す
。

　

本
県
の
高
齢
化
率
が
全
国
一
と
な

り
、
今
後
更
に
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
需
要
増
大
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
担
う
福
祉
・
介
護
の

人
材
を
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
確

保
を
図
っ
て
い
く
こ
と
は
最
重
要
課
題

に
対
し
て
福
祉

介
護
の
仕

解
促
進
が
必
要
で
す
。

高
齢
化
率
が
全
国
一
と
な

更
に
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

社
会
全
般
に

事
へ
の
理
解

本
県
の
高

り
、
今
後
更

第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
要
は
人
材

で
あ
り
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
は
質
の
高
い
人
材
確
保
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
人
材
・
研

修
セ
ン
タ
ー
で
は
改
め
て
平
成
26
年
か

ら
平
成
28
年
ま
で
の
３
カ
年
を
推
進
期

間
と
す
る
「
秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・

研
修
セ
ン
タ
ー
第
２
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
次
の
項
目
を
重
点

と
し
て
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
効
率

的
・
効
果
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

　

な
お
、
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
、

養
成
、
定
着
は
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
質
そ
の
も
の
に
直
結
す
る
も
の
で

あ
り
、
こ
の
取
り
組
み
を
長
期
的
か
つ

安
定
的
に
継
続
す
る
た
め
に
は
国
、
県

を
は
じ
め
と
す
る
行
政
の
指
導
、
支
援

の
も
と
に
関
係
機
関
・
団
体
が
連
携
、

協
働
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
本
プ
ラ
ン
の
進
行
管
理
と
あ

わ
せ
、
対
応
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
の

整
理
・
検
討
を
行
い
、
実
効
あ
る
取
り

組
み
を
推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

・
福
祉
人
材
確
保
支
援
事
業
の
実
施

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
出
張
相
談
の   

　
実
施

・
求
職
者
登
録
の
促
進
と
マ
ッ
チ
ン

　
グ
の
向
上

・
効
果
的
な「
福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア
」

　
の
開
催

１ 

福
祉
人
材
の
確
保
と

　
　
　
　

マ
ッ
チ
ン
グ
の
促
進

２ 

人
材
の
定
着
促
進
と

　
　
　

労
働
環
境
の
改
善
支
援

３ 

福
祉
従
事
者
の
資
質
向
上
と

　
　
　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援

４ 

福
祉
の
仕
事
へ
の
理
解
促
進
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　「秋田県福祉保健人材・研修センター第２期

アクションプラン」は本会ホームページ（「福祉

の仕事」のページ）に掲載されております。

（http://www.akitakenshakyo.or.jp/）

〔お問い合わせ〕

　秋田県福祉保健人材・研修センター

　電話　０１８－８６４－２８８０

１１２２３３４４

７

社会福祉あきた号外



８

社会福祉あきた号外


